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要約

ここに面接のなかから生まれた思春期から青年期10人の言葉をそのまま記載した。特に心の健康と

重大な関連をもっ「自分」に関わるものを採録したものである。彼らのrこころの言葉」そのものに

耳を傾け聴くことが、彼らをそのまま理解し、味方になり、手助けする道につながるものと考える。
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Abstract；

　Thisreportpresentstheexactwordsoftenadolescentsexpressedinthepsychotherapy．

Especially，tran＄cribedarethewordsconcemedwiththe“self”thathasimportantrelation
to　the　皿enta1－hea　l　th．　The　au　thor　be　l　i　eves　that　l　i　sten　i　ng　to　the　i　r　‘‘sou　l　words”，　kokoro－no－

kotoba，　w　i11　1ead　us　to　understand　them　as　they　are　and　enab　l　e　us　to　supPort　and　he　l　p　them．
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はじめに

　ここに記した思春期から青年期10人の言葉は、面接の

なかから生まれた。

　その面接で語られたもののうち、心の健康と重大な関連

を持つr自分」に関わる言葉を採録したものである。

　彼らが自らを語るとき、ここにみるように、心の奥底か

ら生み出され、深い意味をもって語られていると私が感じ

取り、rこころの言葉」と名づけた。

　ここでは、面接者である私が彼らの前にどのようにおり、

彼らの言葉にどのように応え、語ったかを記載していない。

私の面接上の失敗、力のなさも彼らの言葉に反映している

との認識はある。さらに、ひとりひとりの年齢、性、心の

状態像、及び現在の状態、そして面接期問、面接回数、面

接中か否か、同一セッションかどうかも記載していない。

加えて、心そのものから生まれた言葉であるが故に、分析、

解釈、意味づけ、理論づけもしていない。通常の事例研究

の形式をとらないこと、そして、これらを書けば変にまと

め、形作り、歪めてしまい、彼らの言葉がそのまま真っ直

ぐに届かないと考える。

　彼らのrこころの言葉」そのものに耳を傾け聴きたいと

私自身思い、そして聴いていただければと思う。そこに様

々な考え、思いが浮かぶことと思う。そのことが彼らをそ

のまま理解し、味方になり、手助けする道につながると考

える。
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一人目の人

　人、負担、怖い。大丈夫な人一人もいない、母も。人と

つきあえない。自分のことも好きじゃない。好きなとこな

い、昔から。

　何にも興味もてない、元々ない。意地になって、自分に、

でも意地捨てた。そしたら学校いこうと，してもいけない。

他の人好きも嫌いもない、どう思おうと構わない。

　母が心配する、何でこんな駄目人間のこと思うのか。

　人のこと考えられない。思いやりがない、あってもうわ

べだけ。すぐ自慢する、人を馬鹿にする、相手を傷つけて

も平気、家族に対しても何も感じない。好き、嫌い、心配、

何も感じない。うっとおしいもない。自分は駄目人間。人

に思いやりない、F わべだけ。義務で接してた。

　幼稚園のころから寝床に入って一日あったことを忠実に

再現、考える。昼間いいこと、悪いこと頭の中にたたき込

んで忘れない。学校に行かなくなるまで。

　妹の方が母に甘えていて、変な意地で年上でしっかりい

なくちゃ。甘えるの恥ずかしい。看病してもらっても、そ

れで安心というのなかった。親といると安心というのあま

り感じない。慰めも何も感じない。母に安心感も何も感じ

ない。母の中で自分は出来がいいんだから、で終わってし

まう、終わっていい。感じられない人間だ。そうじゃない

としても、染みついてるからどうしようもない（涙〉。一

人じゃできないよといっていたのに、一人で頑張りなさい。

何でいつもそうなのか。

　なんか変な子。目上の人に好かれるコツつかんで、同年

代の子たちさっぱりわかんない。先生像、大人像いっぺん

に崩れて、親身と思っていたのに、そうじゃない。小2，

3年の時、先生一般、大人一般に。

　他の人が何々が好きというと自分も好きなような気にな

る。その人にとって都合がいいように動かされる。自分が

なくなってしまう。人の感情に関心がいってしまう。自分

の感情疑う。悲しくなくても泣いてしまう。

　中学生の時つじつまのあわない自分に気づいて崩れてい

った。自分がないことに気づいた。そして、周りが怖くな

っていった。本当は自分がないことに怖がっていた、人じ

ゃなくて。

　母、言葉で言うのと心の中で思っているのと違う。好き

なようにしなさい、でも本当はこうしてほしい。子どもな

のに親から見た視点で分かってそうしてしまう。本当にや

りたいのとくい違っているのに。数学すごい楽しい、でも

点数あがらない。何の役にも立たないといわれて、反発で

きないような状態。期待に添わないと、もの悲しそうな顔

する。悲しそうな顔される。何となく自分の思うほう動か

していた（母が〉、今もある。　勉強趣味のようなもので、

閑さえあれば勉強。深夜、気がついたら明け方6時だった、

6時間ぐらいざら。勉強したかったから高校はいった。何

もしたくない、勉強だけ、ほか無視。自由にできるかと思

ったのに、行事多いし、みんな一緒に動いているし、こん

なとこ行ってもしょうがないし、行けないし。今度行けば

高一、妹と同じ。見栄ばっかし。妹意識して生きてきた、

何でもできる。はじめ私がやって、次に妹始めてすぐでき

る。器用、ライバル、自分だけで思っている。母、妹には

はっきり物事言う、はっきり怒る、心から叱る。私にはそ

ういうことない。他の人と遅れてもいいと思えるの不思議。

妹と同じでもいいと思えた。昨日初めて父としっかり話せ

た。妹のこだわり捨てられた。みんなが進んでいて自分だ

けがというのが一番嫌だった。自分は自分でやっていくさ

って思えた、不思議。

　一週間前自分をつくっていけぱいい、築けるのだけ自分

防げる。

　バイト先でも学校にいたときのよう、信頼されている。

それうれしいのと反発。こんな人間信頼に値しない。しな

い方がいい、小さいときからそう。

　一般医学、精神医学、小学校低学年から関心あった。ど

うしてうれしかったり、悲しかったり、どうしてなるのか。

泣き叫んでいて、それをみている自分がいた。

　中、高、自分が何者か分からなかった。はっきりしなか

った、悲しいことに。自分じゃないなあ、実感欠如、家族

といると。母親といると特に。

　中学の時、自分は何者かってやっていって、男か女か分

からなくなって、母親女の子らしくさせようとして、極端

な女の子、反発してスカートはかなかった。女性になって

いくの嫌だった。中性的、どっちともつかず不完全。スカ

ートはくと女なのに女装してる感じ。口紅いや、体内に入

り込んでくるのが。

　信頼させない。されると声が出なくなる。逃げ出したく

なる。ほめられると落ち込む、母親にほめられる、落ち込

む。いたずら妹は叱られる。お姉ちゃんこんなことしなか

った。子どもらしくないじゃないか。妹の方が正しいんじ
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やないか。いたずらをしなかった自分、変なんじゃないか。

中学までそう、学校いかなくなってはじめていけって叱ら

れた。

　自分の心の動き不思議、人の心にしか興味ないから。人

間苦手なんじゃない。前嫌われてる、今嫌い。人間に関心、

こだわり。

　喜怒哀楽ない、ないんだなあ。それ自分ではいいと思っ

てる。中学、表情なかった。

　結婚、家庭、自分は考えない。家庭、わからない、考え

られない、イメージわかない。自分でも女性とは思ってる、

男性ではないから。でも、女性の考え方、感じ方分からな

い。最近、自分は自分、女性らしくなくてかまわないって。

二人目の人

　辛いのかどうかわからない。自分自身がわからなくなる。

中学の時自分責めていたんじゃないか、馬鹿にされたくな

い◎

　ながく飼っていた猫死んだ。でも何の感情もない。冷た

いと思われる。感情、どこかにおいてきてしまった。

　外部から否定的な、批判的な刺激がくる感じ。自分がや

られるような錯覚。外にでるとよけい自分みてしまう。見

つめてしまう。人の批判気にする。でも構ってほしい、心

配してほしい、注目してほしい。でもいつも馬鹿にされる

ような。

　自分が思っているような感覚で人を見てしまう。自己中

心的になると自分と他人とは違うんだと思えなくなる。今

の気持ちが本当なのかわからなくなる。

　淋しいけど、家族に求めたくない、自分崩れるから。新

しい人間関係の中で、人との関係で満たされなくては駄目

だとすれば。

　自己否定強い、強くなってしまったなあ。でも最近無意

識に肯定しているのか。あきらめ、自分の中に何があって

もそれでいいと。誰一人肯定してくれる人いない。自分が

悪いからか、かばってくれない。

　自分のなかでせかせかしている、あせって、怖くて、自

分で自分守ることわからなくなって。いけないっていうの

そのまま受け入れるの怖い。一度否定して、肯定するか意

識しないと無意識に入ってきて壊れそう。何でも否定され

るの怖い。肯定してくれる人いなかった。

親（母親）といるとどうやって自分のこと守ろう・その

ほうにばかりいってしまう。自己嫌悪、被害的な意識、家

の人からの見られ方が怖い、拒絶がのこってるから。家で

自信もって、力もって話せない。自分の感情肯定できない。

考えに自信がない。相手がもっとわかりやすいといいけど。

　人近づいてくる。こちらから切れない。どういうことな

のか。

　小6ですべての感情抑えた。高1で躁状態、これが普通

だと思った。それから感情動かない。小6から中学何か自

分を表現できるものがあればいいと思った。高1詩書いた

けど、小6から泣いたことない。本読んで感情、たまに薄

く入ってくるぐらい。感情危ない。考えて壁みたいの作る、

影響されないように、されやすいから。読んでいて攻撃的

なところ、自分がやられるような感じがしてしまうから、

本が読めない。受け身になっている。こっちから働きかけ

ていない。自分守るため避けてる。辛い、組み込まれてい

くよう。自立、境界作れない状態。自分がないような感じ

があって、自分の中に入ってきてしまう。防げない。自分

で自分わかっていない。言い聞かせていないと消えてしま

う。

　心も身体も起きていないる電車のなか、みられている感

じ、受け入れて動けなくなる。

　よく思われたい。自己嫌悪、肯定しよう、自己嫌悪、う

ぬぼれ、純粋な自己肯定じゃない。中学時代に戻るのいや

だ、怖い。じゃどこに戻るんだ。よくつかめない。

　しゃべっていること、自分じゃない感じ、弱々しい。自

分しっかり置いてしゃべっていない。聞いてくれてる感じ、

わかってくれたという感じ、俺の身になって聞いてくれて

る感じ、今までしたことない。安心して話したことない。

　はじめに責めたやつ母親。話していてしっくりこない。

自分とずれてしまう。自分らしくない。家の者に心配され

ていない。僕をみていない。

　なんか不足感ある。足りない、完壁主義なのか。俺らし

くなってない。間抜けになってるんじゃあないか。責めら

れる、否定される、全面拒否。

　普通の存在として学校生活送れなかった。相手が放って

おいてくれなかった。家でもそうだった。だからちゃらち

ゃらするしかない。そうして身を守った。登校拒否できれ

ぱよかった。高校チャンス。閉じていた扉一気にあけた。

けど誰一人として肯定してくれなかった。ひとりでもいれ
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ばいいのに。自分が悪いからか、何で母親かばってくれな

い。詩、最後の母殺し、迷った。でも書きたい。罪障感な

い。すっきりする。攻撃的なとこ書く。相手想像で膨らん

で殴り合う、相手に罪あると思ってるから。

　否定、拒絶、変な扱い、軽蔑の疑いでてきて、すごく否

定感情あって、劣ってて自分そのまま受け入れられない。

何か足りない感じ、覚えておかないと怖い。何もしてない

ので、自分確認しないと。自分思ってることいいのか曖昧ら

　最終的に求めていたのは母親、実際してくれなかった。

人に求めるの嫌、親関与してほしくない。下手に関わって

分かんないから、はっきりしない、怖い。今やさしいけど

いつ変わるか怖い。やっぱり母親怖い。

　本、自分で読んでる感じしない。相手の意見聞かされて

る。世の中の人より自分の方が考えてる、優れていると思

わないとやられてしまう。自分で自分をつかまえられない。

自分という確かな手応えがない。自分がしっくりこない。

自分の言葉じゃないような。自分がどこかいってしまって

相手に主導権握られて。最近自分を信用できない感じ、自

己主張できなくなってどうしよう。自分が二人いるような、

解決できる自分、下がっていく自分。自分つかめないし、

もう一人の自分どこかいってしまう。退行する自分。もう

一人の自分と形がはっきりしない他人。人に左右されなけ

れば、自分が自分の中にいれば、自分の肯定感じゃなくど

うしても否定感が。

　母親豹変するんじゃないか。媚びてる感じ母親に、否定

される感じ、心配されてると思えない。居場所求めてる。

否定感じないようにするには求めない、かばってほしいと

か求めない。小さい頃求めて受け入れてもらえなかった。

結局親のことはっきりしない。自分があやふやな感じ、ド

ロンとしている。誰かに何≧かしてもらおう、嫌、でも自

分の中にそれある。

　自分を他人の目で見てしまう、そう考えると自分がなく

なる。人の顔みると笑ってしまう、守りたいんだと思う。

苦しんでいるの見せたくない、他人が入ってきてしまう。

自分保てない、否定感というか。自分の中にいる他人、自

分で自分責める。それは自分責められる、自分の中にいる

他人が責める。

　外歩いているとき自分が頼りない。真っ裸で歩いている

よう、曝されているよう。

　感激したことない、感動とかいうけど感情ないのか。自

然に涙でてくるのない、冷たい自意識、しゃべる言葉がし

っくりこない、浮ついてる。何かおかしい、軽い、自分で

思っていることなのか、相手に伝わらない感じ。自分のな

か空っぽかもしれない、自分がいない。泣いたり、悲しん

だりしたら危ない。

　自分の気持ちが外にでていかない。ここでは自分に味方

している自分がしゃべってる。ひとりになると批判的なも

のでてくる。ここでの自分否定されてしまう。一人でいる

ことができれば平気でいられるのに。安心感がない、大丈

夫というのがない、完壁じゃないと相手にされない。他人

から求められる自分だけど。

　家族から信じられてない、僕も信じてない。安心してい

ると無防備になってしまう。人と対決、自分を肯定できな

ければ対決できない。自分を信用できなければ。自分の中

にいる他人、その他人が自分を責める。否定的な人からつ

くられた自分、それで他人がのってくる。自分がつくり出

した自分ではなくて人がつくり出した自分。だから自分が

いない感じ。いろんな自分がいるから、別々に。

　みんなから好かれたい、皆から嫌われ左くない、誰から

も。いままで人に受け入れられたという感じがもてなかっ

たから。好きというのが分からない。ずっと前あったよう

に思うけど自意識強くなって、おかしくなって人好きにな

れるのか。受け入れられてないから感じない。感動ってい

うのもしっくりこない。悲しむこと避けている。絶望の中

で感情じゃなくて悲しみとはこういうものと。だから感情

的に泣くことないし、やろうと思えば怒りのほう、今大き

いから。

　自分と他の人の僕のイメージかけ離れているけど、そう

みられると自分がそうなってしまうんじゃないか。人のこ

とはどうでもいい、比べたら大変だから。自分最低って思

っていて、相手が受け入れてくれると思うと調子に乗って

しまう。人間関係うまくいかないのはすべての人に拒否さ

れてる感じがするから、不特定多数の人から。

　何かしようとするとストップかけられる。でてきてしま

う、自分の中で。自分が馬鹿にされるのは無条件、何が何

でも馬鹿にされる。過去のことが急に迫ってきて、恥ずか

しいのが強くなって、自分を納得できない。恥ずかしい。

自分を理解してもらおうというのあって、頭の中で対話、

説明しようとする。相手が理解してくれない、きつい。自

分の考え方と違う人、許せない。馬鹿、敵。外の人怖い、
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馬鹿に見える。

　自己嫌悪がないと本物のナルシストになってしまう。小

さいときから女みたいになってる、受け身受け身になって。

　自分の目が信じられない、現実の自分がない。話すと不

安定、自分がスカスカになる。自分は自分だと思えればい

い。でもそうできない。自分への絶望と希望どちらも。

　小さいときから普通に暮らしている人の身振りまねて、

演じて、自分のものじゃないもの。そうしてたら自分なく

なっていった感じ。演じなくて自分らしく振る舞うことで

きたら。今だけを、今だけを生きること、それでいいんだ

と信じること、自分を信じること、人を信じること、それ

だけできれば。

　今とても自分が弱っている。主体がいない。自分がちゃ

んとしていない。根をはっていない。自分を取り戻すこと、

これをどうして手に入れるか。自分のことしか考えない、

考えられない。余裕ないから人のこと考えたら自分が危な

い。

三人目の人

　人の気持ち汲み取れたのかな。独占欲が強い。醜い自分。

どんなのが自分なのか。自分が好きになれない。嫌われた

くない、好かれたい。自分卑下しすぎるなあ。友達のこと

で傷つくの怖い。

　母に甘えたという感じもっていない。ぬくもり感じたこ

とも。自分だけみていてほしい、大事にしてほしい、第一

に。一番はじめ辛かったとき、話せなかったとき母に気づ

いてほしかった。心配してほしかった。優しくしてほしか

った、はじめにそうだったら。

　人と話せなくなるんじゃないか。無条件にっていかない。

見返り求めたり、醜い。ほんとうは愛されるより愛したい

けどできない。人を好きになれない。自分のこと嫌い。だ

から信じられない。醜い、独占欲、わがまま、卑屈なとこ

ろ、自信ない、容姿も、考えること全て嫌悪感。性格も。

内面見えてきたから。

　辛かったときはただ周りが怖かった。自分で自分を信じ

られる自分。自分を好きな自分。人のことも好きな自分。

そういう自分じゃないから心から信頼できないし、愛せな

い。自分のことが嫌いなのに自分のこと信じられるわけが

ない。よく意味も分からない他人の言葉に枷をつけられた

ような気分。自分のこと嫌い、全部。ほめられてもほんと

うの自分じゃないから。自分バーゲンセールしたり、お高

くとまってるって見られたり、中間難しい。

　ぬるま湯、ぬるぬるとしたお湯、幸せなので入っていた

い。そういうお湯ない。

　言おうとすることつかめない、遠くにいってしまう。も

っとしっかり話せた気がする。いい子って意識してこなか

った。でもいい子だった、優等生だった。誰からも嫌われ

たくなかった。自分見えてきて、傷つけない、傷つかない

ばっかりで。楽しさあっても、後に残っているの悪いもの

だけ。

　醜い自分、最高に死にたくなった。どんなのが本当の自

分なのか。これは演技、自分が好きになれたらな。自分で

自分追いつめて。

　目を見てじっと相手、嫌われないように。ひとこと一言

重く受けとめて。

　大丈夫といってくれる人ほしかった。ぬくもりに飢えて

いる。抱っこしてほしいような。母、完壁。うっとおしい。

でも淋しい。起きて母いないと淋しい。

　怖い人はズケズケいう人、無愛想な人、本音を表さない

人、嫌い。大人っぽいといわれ続けてきた。自分も大人っ

ぽくしていたら、老ける方にいってしまった。嫌な人にも

嫌われたくない、怖いから。裏切られる、嫌いになられる、

怖い。

　（一面に咲くひまわりを描いてくる）ひまわりが好きで、

そして嫌いで、悲しくなる。きっとあんな素敵に精一杯生

きて、自己主張しているひまわりが羨ましくて、嫉ましく

なってそんな嫉ましいなんて考える自分が悲しい。自信も

ってといわれる。

　自分のこと嫌いなのに自分のこと信じられる訳ない。思

いこみ激しいといわれるのが怖い。この考え方は思いこみ

だろうかと考えてしまうから。もっとひまわりのように自

分をしっかり目立たせて思い切り生きられたらいいのに。

　おこられる夢よく見る。理不尽な。ひとりぼっち。みん

なの視線。　　　　　　　　＼・

　中1の終わり頃自分が嫌だ。思いこみがどの程度なのか、

強い意志を持っていこう。

　言葉だけじゃなくて感覚的にとらえなくては。中途半端

の方がいい。もう少し頭柔らかくして、自分勝手になれれ

ば。人に頼ろうとしない方がいい。信じられないから。み
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んな悪口いっているよう。失敗、嫌なこと、パッとよみが

えってくる。いい子できたのがいけなかった。すべてを否

定された気がする。

　私生きてるの精一杯。家族のこと考えられないし、迷惑

かけても死ぬより生きてるほうがいいって言い聞かせてる。

自分でひっかいた、手首切るよりは。痛い方が気持ち起こ

させる。この頃自分のほう傷つけてしまう。話せないとき、

感情がでてくるので、泣きたくなるので、話すことがわか

らない。他人の目から見て私何考えているのかわからない。

思ってることうまく伝えられない、伝わらない。向上心あ

って、生活楽しく良くしよう、そういうのと違う。私この

ままではだめになる。危機感。人づきあい、心の奥の方ま

で傷つくから、本音さらけ出せない。家族のなかで居心地

よくない。言葉で傷つけられるのが怖い。

　（人物画を描いてきて）絵を描いてる時間、自分の汚い

ところ反すうしないですむ時問だから、理想描く。友達と

いても、自分のなかを冷静にみてしまう。分析してしまう。

よいこと小さく、悪いこと大きく。孤独っておいて残され

てしまうこと。

　中3、登校拒否しても自分強いと思ってた。みんな勉強、

教科書しかできない。特技もってない。親、先生、社会の

いうとおりにしてる人、馬鹿にしてた。私は感想文、絵の

賞もらったり、いじめも仲間がいたから。

　どうしてやらないのか、やれないのか。やろうとしても

何か邪魔されてる。やられたら恨む、でもそれ止めなくち

ゃいけないし。

　誰かいてほしい、弱いから。弱いと思った。思い通りす

すめない、何もできないし。インターネットの人遊びに来

た、別れた後ああ自分何なんだになった。重い石。

　傷つける。傷つけられる。傷ついてしまう。はじめはい

っしょに傷つけ合っても平気、ある時いわれてずしんとき

て、傷ついてしまった。それで自分のいってることいけな

いんだなって気づいて、我慢して傷ついても。これ以上傷

つくとボロボロ。自分守るために攻撃。致命傷良く知って

いるのでやってしまう。でもそれは両刃の剣で倍以上自分

傷つける。自己嫌悪も。早くに自分見づける。早くに自分

の考え見えると大変。こうなる。

四人目の人

　中3あたまから、遊んでいるときはいい。帰ったときす

ごい脱力感感じて、死んだほうがまし。暗くなって、イラ

イラ、自分ばかり不幸、嫉妬している。でも認めたくない

から否定して、なおのこと自分がアホ、頭、背中、体内に

も重い石ドンとある。これがいいことあるという予感あれ

ば、気持ち重たくなくて、風船がついてるよう。

　高校はいって、みんな楽しい。人間関係広がって、好き

なこといっぱいやってて、充実しているのに自分はなんだ

ろう。学校楽しくないし、ついてくの必死。バイトする気

力もないし。土日もやってないと追いつけない、どこにも

行けないし。

　高校、身に沁みたのが、小2で転校、中3まで8年間、

周り殆ど知ってるし、心配しないでよかったし、人間関係

狭い、遊ぶ範囲も。でも高校、みんなお互いがお互いだけ。

違うんだよなあ。高校、みんなといても一人。孤立、孤独

かな。外に出なくて、でもさそってほしい。特別な人、同

情してくれる人ほしい、でも無理だなあ。高校やめて、友

達いない状態。ひとりで生きていくしかない。

五人目の人

　疑い深いところ、人を疑ってかかる。ほめられると安心

感、存在感。人にうち解けて心開くこと出来ない。自分が

どうなったらいい状態なのか。小さいときから空想癖、今

も空想の中にいってしまう。空想を現実みたいに。

　相談する相手いない、親も。困っていること認識できて

ない。長いことつきあってると馴れてくる。自分馴れてく

ると内面、劣等感出てきてぎくしゃく。内面が先か現実が

先か。劣等感から恐怖心。つきあえないんじゃないか。

　紙に字で書けること、固定しようとする。そうすると安

心できる。

　相手の気持ち悪くしないように、そうすると会話がなく

なる。こんがらかってる、現実になってないこと。自己嫌

悪、それ友達の数、家の広さ、持っているもの、姿、形、

学歴、出身校、全部表面的。相手を勝手に作りあげて、理

想的に想像して、でも現実は。

　現実と空想ごちゃごちゃ、ぐちゃぐちゃ。自分はどこが

現実で空想なのか。．空想の自分、すごい自分の時ある。で

もそのとき空想と認識できてない。考えてうこと、ほんと

うに自分が考えているのか、空想なのか。空想の中にいれ
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ば楽、自分がどこにいるのか分からない。誰からも好かれ

る空想の自分、現実は。空想のなかではかばってくれる人

沢山いる。そこに逃げ込む。’

　悩み、全て人がらみ。人に話すと解決されると一方的に

期待して。人と話すとき目合わさない。そうしているの気

づくときある、自分は駄目だ。自分とつきあえる人、その

人に代わりたい。

　他の人が説明しているよう。横に誰か空想して、自分に

代わって話してるよう。自分の口からでているんじゃなく

て。硬い。柔らかい言葉出ない、いいとき柔らかい。自分

がふわふわしてる。自分が薄くなる。でこぼこのある自分

でも自分なんだということはっきりしないと。欲張りすぎ

る。頭の中だけだけど全部ほしい。現実と空想、境目が分

から、ない。空想しているとき、空想してる意識ない。気が

つかない。1時間ぐらい一定のところずっとイメージして

る。

　完壁にやらなければと思って、かえって劣ってる自分生

まれる◎新しいことひとりでやっていけない。感情のコン

トロール下手、うまくいかない。内にこもっていくタイプ。

人づきあいのこと考えるとやる気がなくなる。依存心ばか

り、何でもしてほしい。アニメの模写、完壁にやらないと

絵が描けない、だから心から描いた絵じゃない。

　周りの人、見ず知らずの人でも挨拶してくれないと、知

ってる人からチヤホヤされないと気が済まない。献身的に

向こうからしてほしい。その場その場では駄目。根本的に、

不特定多数みんなから。心底認めてほしい、好いてほしい、

そうしてくれないと自分あやふや、自分が実感出来ない。

優しくしてもらいたい、心配してもらいたい、自分のいう

要求を全部聞いてもらいたい。万人から好かれたい、こち

ら手を出すわけじゃなくて。人に助け求めすぎる。自分一

人で行動するのが怖い。どうでもいい、あきらめの感情と、

何とかしたいという気持ち、どちらが本心かよく分からな

くなってしまった。

　自分が甘えているからこうなってしまったというのを自

分がよく意識できていない。

　人、信頼、信用するのなかなかできない。頭の中で考え

ていること自分勝手、他力本願。人が自分に都合いいか悪

いかだけになる。

　自分自身が変わるの怖い。新しいこと怖い。何がいるの

か分からない。

　人の同情得ようとばかり。空想上の新しい自分なら大丈

夫だけど。人の目が気になる、目線が合わせられない。コ

ミュニーションとろうとするζ、見られすぎるようで、周

りが見えなくなる。期待しすぎて、気を引こうとして、自

分で白けてしまう。人に見返り求める。何かしてほしい。

相手に求める一方。人と距離おいてと書いてあった。分か

らない。適度が難しい。深くとか浅くとかどういう関係な

のか。人づきあいがわるい。空想の世界に入ってもこれが

でてくる。それから空想と現実が分からなくなる。

　誰かに弱音はきたい。自分の話ばかりになってしまって、

相手がどういう気持ち、嫌な気持ちになるかとか考えられ

ない。相手にされないとか、分かってもらえるかとかばか

り。自分から人の間に入っていこうとしなかった。全て羨

ましい。バーンと切れてしまいそう。抑えるか、切れるか、

自分のなかそんな感じ。何をどう表現し、伝えるか難しい。

はっきりしない。決断力自分にはないし、難しい。

　現実の自分が本物なのか、空想の自分が本物なのかよく

分からなくなる。ボーダーラインが見えなくなる。人に何

とかしてくれ。自分でやってきたことの間題が多いから、

人からこうされたということないから、誰かに必ず自分の

ことしてほしくなる。

　自分でやり遂げたことないし、自分本位。他の人の心配

したことない。自分でやろうとしない、受け身。話し、自

分のことばかり。人のことに目がいかない。自分と他人の

違い、冷静になると見えてくる。自分一人で抱え込みたが

る。他の人の知恵借りて考えたり、人に聞かない。自分の

中に何かが出て陥れる。悩んできたこと役に立たなかった。

　一人でいるの辛い。淋しい。何か動けばいいのにしなか

った。助けを待つ状態。現実と向き合って行動するの怖い。

自分のことで精一杯。他人に目がいかない。自分が生きて

いくこと、具体的に考えようとすると、それも重圧、不安。

自分で何とかやらなくてはいけないのにやらないで。今の

生活辛い。こういう状況、自分が動かなかったからしょう

がない。外からのアクション期待、やろうというのがしぼ

んでしまう。空想の世界、自分に都合のいい世界で暮らし

てきた。

　今まで自分のごとしか考えてこなかった。他人に対する

思い、全くない。自分に都合よい対人関係、自分勝手な生

き方に、極端に自分のことばかりだったから、気づいた。

自分で自分の首しめてる。自分がどういう態度して相手が
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どうかって、どう思うか、そこまでいかなかった。自分価

値があるのか、ないのか分からない。他人の気持ち理解し

ようなんて思いもしなかった。利己的。自分勝手。それで

追いつめられている。自分のことだけ相手に分かってほし

い、相手のこと分からない。自分のことばかりしか向いて

いない。知らないこと聞けない。知らないままに、当然知

ってるだろう。弱味見せたくない、見栄みたいなもの。自

分や自分のやってること、どう評価されるか。それで劣等

感出てくる。

六人目の人

　人とベトベト頼りすぎ。気に入られようと、好かれよう、

嫌われないように、人と同じように。そうすると自分がな

くなる。距離がない。そうじゃいけない、切り捨てる。落

ち込んで、どうしていいか分からない。

　自分、自信がない。大した人じゃないんじゃないか、い

つも人と比較して。人から評価されることばかり考えてし

まう。可愛らしくない。目立つ人じゃないなあ。

　どうすれば自分最適なのか。小さいとき遊びに入ってい

けなかった。支配しようとするから。私は私って、みんな

から認められたかったから。自立している子、自立してる

人といると息苦しくなる。自分駄目だから。

　家にいたくない、押しっぶされるから。自分なくなって

しまう。壊れてしまう。

　人に対してびくびく怯えている、顔うかがって。自分は

自分と思えればいいけど。自分幽霊みたい、捉えられない。

部屋がみすぼらしく見えてきた。自分がみすぼらしいから。

　合わせてやってきた。自分変えて、人に映る自分、その

人になってしまう。人に見られて、見る目気になって同化

してしまう。人と一緒になってしまう。自意識過剰だなあ。

力無いなあ。見られている人に感染してしまいそう。雰囲

気に迎合しないでいけるか、感染しないで。

　どこにいれば自分落ち着いていれるのか。駄目な子、は

み出した子。そういう風になっていく。そのまま死ぬしか

ない。強気でいないと侵入されてしまう。価値観とかそん

なこと考えてしまって、みんなのこと。だから分からない。

影響受けやすい。遮断できない。どんな風にみられている

か考えて、次々と。そうするといつも演技しているよう。

下手に出たり、媚びたり、ふりをすると本当にそうなりそ

う。

　思いこみ激しい。些細なことで傷ついたり、悪い方へ行

ってしまう。人に支配されているよう。自分がなくなる。

人格コロコロ変わってしまう。一定しない。人嫌いだなあ。

ガードしていると話せる。しないと侵入されちゃう。心開

いて、傷つかないで、自然でいられるといいなあ。ガード

しないと駄目だから。自分がガードだけになってしまうか

ら。振り回される。可能性なくなる。そうしてたら自分が

なくなっていって、不安定。自分で自分に質問していって、

劣等感だけでてきて、答え出ない。普通にしてられない。

影響受ける。受けまいとするとガード固くしていって。で

もバリアーが曖昧になって。影響受けてるな、雰囲気取り

込まれて。それだけになうてしまう。

　主張しようとしても浮いてしまう。人にレッテル貼られ

て、自分で貼ってしまう。自分があると居心地のいい影響、

距離が自然にでてくる。自分の気持ち、感情出すと、さら

け出すと自分守れない。人の癖がすぐ移ってしまう。瞬間

にうつってしまう。境界曖昧だから。

七人目の人

　私は人と対応できないんだな。びくびぐして、見下され

ている感じ。自分は駄目なんだな。人に嫌われてもいい、

でもそうなれない。

　自分が自分なんだかわからない。自分があやふやになっ

て。自分、好きなとこほじくり出せばいいんだけどできな

い。嫌なとこばかり。

　私はいっも母に身体も心も占領され、支配されている。

逃げ出したくなる。取り外したくなる。身体の中に入って

ブレーキかける。昔の母が。それ取り除きたい。現実の母

と心の中の母との境界つくらなくちゃ。でもどうしたらで

きるか。

　一人でもいられないし、外でるの怖いし、責められてい

るようで。何もない。自分を責める、ほめられたことない

から。自分を低くみられて。だから駄目だ、駄目に納得。

駄目な私だから見離される。過去のこと今にでてきてしま

う。自縛から逃れたい。

　何でこうなったのか。自分は必要のない人間だ、誰にも。

価値がない。だからこのままいるしかない。

一276一



川井：こころの言葉

八人目の人

　自分のことうまく話せない、支離滅裂なこと◎思いもし

ないこと話して、急に詰まってしまう。人からいってるこ

と変わっていると思われてるんじゃないか。

　人の声以外は聞き取れる。人の話がはいってこない。人

と話していると会話が止まってしまう。人と会話できない。

淋しい。自分できない、馬鹿なのか。自分劣ってる感じ、

何やっても人並み以上にいかない。人より優れているもの

ない◎

　他人に何かいわれるの嫌い。自分の思い通りにいかない

といけない。自分のことしか考えてない。自分勝手。人の

ことあまり考えなかった。助けてほしいといったことない。

自分ではやってほしいと思っても、親に助け求めてもしょ

うがない。昔から。

　自分からしゃべりかけないから、何いっていいかわから

ない。心のなかでブレーキかかる。一寸でも途絶えるとど

うしようと。人のこと怖い。だからブレーキかな。

　中学ぐらいから挨拶苦手、どうしたらよいか分からなく

て無視する。でも嫌われたくない。すごく自意識過剰。ど

こにいても嫌な思い、嫌なものありすぎる。周りから疎外、

のけ者にされてる。いつも感じる。憶測してしまうこと多

い。誰からもほめられたことない、母親も。いい評価ない。

ほとんどない。安心だっていうのない。それが一番ほしい。

自分から落ち着けるとこ失くしたのか。今まで自分のいる

ところなかったような気がする。

　人と比較の上での自分、きついなあ。状況ができてしま

うと、その状況のなかで止まってしまう。状況変わるかも

しれないと思いながらそのままいた。変わるの怖い。変え

たくないっていうのもあるかもしれない。

　ほんの些細なことで否定的になってしまう、ずっと前か

ら。小さいころからほめられたことない。母親にも、先生

にも。駄目だなあ。ずっと好き嫌いでやってきたと思う。

　いつもひとり、ひとりに耐えられない。でも友達いない、

つきあえない。世間のこと知らない、常識知らない。人の

話し聞き取れない、聞けないのか。ひとりでいるの淋しく

てしょうがない。結婚、多分できないんじゃないか。自分

で父親としてやっていけるか。父親の様になりたくない。

　周りを気にする。嫌われる。避けられたり。最悪のこと

考えて身構える。傷つかないように引きこもる。むかつく

といわれるような、嫌われる。だから接触しないように、

会話しないように。浅い人間関係しか持っていない。殻に

閉じこもって、自分の秘密うち明けられるようなのいなか

った。できなかった。人づきあい嫌われると思うと避ける。

　自分の世界狭すぎる。経験してないけど楽しいことある

と思うけど、友達関係広げていくしかない。でもできない。

話しているとずっとしゃべっている。沈黙するのが怖い。

人の聞くより思いついたらすぐしゃべる。聞くよりしゃべ

る◎

　自分のこと、自分で認めない。自信がない。興味のある

ことでも人よりできないと、うまくいかないと、どっかで

あきらめてしまう。いいやって。仲良くするために、から

かってしまう。常識でやらないことやったりとか、ずれて

しまって、傷つけてしまう。

　どっかで精神の成長止まっているんじゃないか。世界は

自分だけ。毎日も頭のなかもスカスカ。このまま歳取りた

くない。子どもっぽいところ、負け犬。一つずれると全く

認められない様な気がする。

　避けられている。嫌われている。被害妄想か。自分のお

かれている状況きちんと見ない。ただ自分駄目だばかり。

決めるのが大変、何でも、些細なことでも。整理捨てるか

捨てないか。結局そのまま。迷ったまま。小さいころから

そう。母親の言うとおりしてたのか。自分で決めてよかっ

たという体験ない。

　周りに人がいてもひとり。子どもっぽい。関心もってほ

しいからか。悲しい、淋しいときしか飲まない。飲めない。

相手の裏の部分感じるけれど、それがどういうものか分か

らない。自分のこと嫌な風にとは思う。率直に受け取れな

い。相手のこと聞いてあげないし、聞けない。安心、ほっ

とする。ここ何年もなくて、息苦しい。

九人目の人

　母に小さい頃から何でも話してきた。いわないと後ろめ

たい。親のいうなり。秘密もてない。母親、従わないとし

ょぼんとして、暗くなって。ちゃんと怒られた方がいい。

気づかってしまう。甘えられないし、甘えるの嫌い。親に

相手にされない。

　人から何か言われるの怖い。そうしていたら自分なくな

った。友だちへの気づかい、小学校の頃から何か言われて、

もう近寄らないでと思ってしまった。話したこと自信がな
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い。傷つけたらどうしよう、怒らせたかなあと。

　小さいときから母にとって私は何だったのか。父の愚痴

きかされたり、そういう思い出しかない。知らないうちに

人傷つけてるんじゃないか、人とつきあうの怖い。気を遣

って、離れてしまう。抑えていることが多い。腹立っても

いえなくて、傷つけてはいけないって。

　小さい3，4歳の頃、大事なカバン落とした。失ったも

の大きい感じ残っていて、今も大事なもの落としてないか

って思うこと多い。

　人、こう思ってるんじゃないか。自分みられてる、大変

と思われてないか。人の視線、みられていること、人の目

一を気にする。

　母親という意識ない、守ってくれたという感じない。可

愛がってくれたのかなあ。母も安心感持ってないよう。

　自分の過去引きずって、どれが自分なのか。今の自分に

自信がない感じ。だから自分知られるの怖い。この子はよ

した方がいいと思われないか。自分がひどくくだらない。

　自分から離れたくなって、おかしいほど、つなぎ止めよ

うと思うけど。自分を責めることしかしなかった。してこ

なかった。自分いいとこ、寒いとこもあるよっていかない。

自分って何なんだか。生きている感じ、ふわふわ、必死で

抑えてる。

　自分が汚いと思ってしまう。大人の世界入る、怖い。人

にマークされる。何か目立つ。マークされて標的になる。

自分の存在、死にたくなる。失敗してはいけない。失敗し

ないように、それに対処するのが大変。間違っていること

許さない、人にも自分にも。自分は絶対間違わないように。

自分が大変、自分を責めて、いい人じゃない。下にみて、

人、気にして、自分一人でやっていきたい。どんなに楽だ

ろう。

　人から信用されてない。崩れていっている自分、自分が

ゴミ、自分を悪くしている。

自分を抑えてしまう。手をカッターで切っていた。自分に

どうすることもできない。どうにもこうにも自分をいじめ

ることしかできなかった。自分傷つけることしか。そうす

ることによって自分は考えているんだ。主張してるんだ。

自分を否定して、いい人間と思えない。人傷つけることあ

るし、ひどいことすることあると思うし、人がいいよと思

っているほど私はいい人柄、そういう人じゃない。いい加

減にできない。完壁主義。いつしか自分自身をなくしたる

自分が身についていない。人を傷つけてはいけないと思っ

て、自分が傷ついてきた。

　本当にこれが母か。母に甘えたかった。甘えられ、可愛

がってもらってなかった。自分の世界に入ってしまった。

傷ついて、自分好きじゃなかった。自分は本当に（自分の

名前〉なのか、違う人の名前じゃないか。自分も相手信頼’

してなくて。自分のカバン、これ本当に自分のカバンかな。

支えてくれた人いない。ひとりぽっち。小さい頃私は母親

の子？抱きしめてくれる母じゃない。抱っこしていい子っ

て。ほっと安心できなかった。’母に私の気持ち伝わらない。

雪の日守ってくれた。一回だけ。守られてきた感じしない。

十人目の人

　今のままだと駄目な人生送るような気がして。痩せてて、

自分がみて気持ち悪ければ人が見ても気持ち悪い。何でそ

んなに痩せていることに拘るんだろう。たぶん僕が生きて

いく基盤だと思ってるから。

　母親のことで、口答え位で殴りたくても殴れないし、い

ってもしょうがない。どうしても恐怖感あるし、従わなく

てはというのがある。

　中学、自分は普通でも生きていけないと思ってた。人と・

いることが大変でひとりの方が合ってる。今、疲れたとい

うか駄目だ。でも死ぬわけにもいかないし。

　小学校の時から学級委員やリーダーを一生懸命やってい

たけど、それは母親が喜ぶからで、僕はいい子だった。あ

まりいい子だったんでこのままスムースにいくんじゃない

かと思ったんじゃないか。これはというもの与えてほしか

った◎

　中2、無気力になって顔色悪くなって、それ以来劣等感。

中3では全く馴染めなかった。不健康、暗い、顔色悪い、

劣等感、自分は皆と違う。別の世界に生きているみたい。

ひとりぼっち。孤立感。美しい、きれい。愛するとかそう

いう気持ち欠けてる。素直な感じ出ない。出てこない。つ

まっているときでも唯つまってる。

　母親に甘やかされたという感じはするけど、甘えたとい

うことない。父親は愛してくれたがこっちがそれを感じな

かったし、かえって毛嫌いしたとこもある。母親はべった

りで愛されていると感じなかった。何となくくっっいてたg

通じ合いすぎる感じもする。
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川井：こころの言葉

　何を着ても合わない感じ、着ると一緒にダラダラとなっ

てしまう。何か人が怖い感じ。皆と違う人間みたいで、み

んなは素直にいろいろなこと受け入れ、悩んで成長してい

くのに自分は違う。自立することが課題、秘密守ること大

事だと思う。部屋に入ってひとりでかみしめることあった

方がいいんじゃないか。でも離れる気がおきないことも、

母親に甘えたい気持ちおこる。

　嫌だと思う時間を食べてつぶして、あとで嫌な感じ罪悪

感が残る。みじめな自分、1うつうつとした自分みられたく

ない。人に対してすぐ傷つけたり、恨んだりしてしまう。

人と会っていると力がないのに競争しようとしたり、良く

見せようとする。別の侵入者が自分の中に入ってきて自然

のままに人と合わせ、人とか物とか動作とかすぐ惑わされ

る。かき乱される。人と距離感が保てない。その人のこと

だけ意識され、それでいてその人のことに集中できない。

さりげなくバイバイと人と離れられない。

　ショックを感じたい。全部あやふやだから。自分の部屋

でも落ち着けない。自尊ら強く、自分のことで傷つきやす

い。自分が可愛いいなら本当に可愛がればいいのに。

　小さい頃から母親にべらべら、でも本当に聞いてくれた

感じしなかった。みんなどうして当たり前なことができる

のか。これやればできるというなら努力したい。

　最低限の人とつきあって、あとはひとりの方が向いてる。

話聞いてもらうけど、人の話し聞くの苦手。すぐすごいな

あ、劣等感持ったり、逆に見下そうとする。もう駄目だな

あ。もう嫌だという感じ。意欲が出ない。何をやっても駄

目だ。僕は単なる無気力、無関心。中学から何でも嫌だだ

けで過ごしてきた。人とのつながりがない。ほっとする間

柄がない。家族ともそう。好奇心もないし、自分、何もな

いなあっていうのが本当。自然みてもいいという感じしな

い。持ち物すべていったん自分の物になると色あせて見え

る、部屋も。

　何かもう駄目だという感じ、何かビクビクしてる。緊張

して居間より自分の部屋、そして布団のなかの方がいい。

でもうつ伏せに硬くなって寝てる。落ち着けるとこがない。

自分がどういう状態なのか。リラックスしているのか、し

てないのか分からない。

　自分が存在していること自体が嫌だ。辛い。自分には何

もない、中味もない。取り柄もないし心から共感すること、

本当に駄目だなあ。絶望感が強い。ますます社会、人から

遠ざかっていく◎

　母親とベタベタした結びつき強い、けどよくみてくれな

かった。顔色伺いご機嫌とってきた。自分が何もない6こ

のままじゃ子どものまま、自分が小さくみえて。

おわりに

　当初、表に出すつもりは全くなく、唯ただ彼らの言葉に

苦悩と不安、そして畏敬をも感じとり、考え、私自身の臨

床を省みながら書き綴っていた。そのうち、面接者である

私だけでなく、このrこころの言葉」を表すことによって、

彼らの伝え、訴え、理解を求める気持ちに広く応えたいと

いう思いに至った。

　このrこころの言葉」が幼少期から死に至るまでの心の

臨床に少しでも寄与することを願う。

辮
　このような論文の形式をとらないものに臨床的理解を示

され、研究紀要に掲載することを認めていただいた平山宗

宏研究所長に深謝したい。
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